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原 田 高 明
MnAs及びMnの一部をNiやTiで置換した,Mnl_XNixAs, Mn卜XTixAs,およびAs
をPで置換 したMnAsl_XPxの強磁場における磁化測定を行なった｡
研究の目的はMnAsをベースとする化合物磁性体が示す,いわゆるhigh-spin,low-spin
転移について強磁場でどのような効果をもたらすかを知る事である｡
測定の結果MnP型の状態にある,これらの化合物に強磁場 (最高500kOe)をかけることに
より,典型的なメタ磁性転移が見出された｡この詳細について発表の予定である｡
-326-
